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市では目の不自由な人のために音訳版広報を発行しています。詳しくは秘書課までご連絡ください。

写真：2月8日、茨城県ひたちなか市との姉妹都市交流事業の一環として大沼で行われたスノーシュー体験
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　平成 25 年 3 月、国立社会保障・人口問題研
究所から「日本の地域別将来推計人口」が公
表されました。
　この推計は、将来の人口を都道府県別・市
区町村別に求めることを目的に、2010 年の国
勢調査を基に 2040 年までの 30 年間について
まとめられたものです。推計によると、26 年
後の 2040 年には全ての都道府県で 2010 年よ
り人口が減少し、65 歳以上の高齢者割合は
30％を超え、全国で人口減少、少子高齢化が
進みます。
　図１で示すとおり、本市も例外ではなく、
人口は 2015 年をピークに減少すると推計され
ています。

■人口減少時代へ（日本の地域別将来推計人口）

　本市の 5 歳階級別の人口を基準年となる
2010（平成 22）年、30 年前の 1980（昭和 55）年、
30 年後の 2040（平成 52）年で比較しました。
　図 2で示すとおり、少子高齢化が着実に進
行しています。
　2040 年の人口は、男女とも 64 歳以下では
全ての年齢域で減少し、65 歳以上では全ての
年齢域で増加しています。中でも 90 歳以上の
人口の増加が顕著に表れています。

■ 65 歳以上が飛躍的に増加（年齢階層別人口）

　県内で 2040 年に人口の増加する市町はあり
ません。その中で、本市は県内第 2位の人口
指数（人口が減りにくい）となっています。
　また、2040 年の本市の人口は県内第 4位（現
在第 6位）になると推計されています。
　人口の減りにくい市町の特徴として、①自
然動態で人口が減りにくく、社会動態で人口
が増加する。②新幹線停車駅、幹線道路など
の地理的要件の影響が挙げられます。

　「県内市町の人口推移｣ で述べましたが、地理的要件
の人口への影響について、新幹線停車駅がある市町の人
口推移を分析しました。
　東京へ通勤・通学が可能な停車駅がある市町（福島
県を除く）の人口動態を比較した結果、全ての市町で
2040 年の人口は減少していますが、人口減少を緩やか
にする効果があるようです。
　図 3は、自然動態と社会動態の指数を図式化したもの
で、右上に行くほど人口が減りにくいことを示していま
す。図のとおり全国平均を超える市町は、本県の小山市、
那須塩原市、宇都宮市のほか、群馬県高崎市、長野県佐
久市の5市となり、中でも本県3市の指数が特に高くなっ
ています。
　通勤時間が 1 時間程度で人口 10 万人以上の市町は、
人口の減少が緩やかになっていることが分かります。

■本市は人口が減りにくい（県内市町の人口推移）

■新幹線が市区町村人口に与える影響

■ 人口重心は那須塩原駅の西側
　今回の人口推計は ｢国勢調査｣を基に行われています。
｢国勢調査｣ は我が国最大の人口に関する統計調査で 5
年に 1度実施されています。
　国勢調査からは次のような、人口を基準とした中心点
（人口重心）を求めることもできます。
　人口重心とは、人口の一人一人が同じ重さを持つと仮
定して、その地域内の人口が、全体として平衡を保つこ
とのできる点をいいます。
　平成 22 年の国勢調査では、本市の人口は黒磯駅西側
と西那須野駅周辺に集中しており、図 4のとおり、その
ほぼ中間点である上中野地内に人口重心があります。5
年前と比べ、重心はわずかに南東へ移動しています。

　統計調査は統計調査員として選任された
人が調査票の配布、回収を行い実施してい
ます。統計調査に興味がある人は、本市民
協働推進課に連絡をお願いします。

　市では統計を身近に利用していただくために各種統計書を作
成しています。今回の人口に関する統計は“ふるさとウォッチ
ング ｢統計から見たなすしおばら｣”から抜粋したものです。
　また、市内小学生（5
～６年生）向けに“統
計書 ｢那須塩原市の牛
乳｣”を発行しました。
　いずれも、市ホーム
ページに掲載してあり
ますので、ぜひご覧く
ださい。

人口減少時代の到来
～人口推計から見る那須塩原～

2010 年 2040 年
人口（人） 人口（人） 指数

全国 128,057,000 107,276,000 83.8
栃木県　 2,007,683 1,643,368 81.9
那須塩原市 117,812 107,484 91.2

【表 1：全国、栃木県、那須塩原市の 2040 年の人口】　　

2010年  2015   2020   2025   2030   2035   2040

市町名
2010 年 2040 年

人口
（人）

人口
（人） 指数 　封鎖人口　 

　　指数
指数
の差

小山市 164,454 151,725 92.3 88.6 3.7
那須塩原市 117,812 107,484 91.2 88.7 2.5
さくら市 44,768 40,722 91.0 89.9 1.1
宇都宮市 511,739 464,117 90.7 89.3 1.4
大田原市 77,729 62,377 80.2 83.1 ▲ 2.9
矢板市 35,343 27,955 79.1 80.8 ▲ 1.7
那須町 26,765 19,850 74.2 71.1 3.1

【図 2：市の人口ピラミッド】

【表 2：主な県内各市町の人口推移】　　　　

【用語説明】
※1 指数…2010 年人口を 100 としたときの数値。
※2 封鎖人口…出生や死亡など自然動態で推計した人口。
※3 指数の差…転入や転出など社会動態による増減。
数が正なら社会動態で人口が増加したことを表す。

◆東北新幹線  〇東海道新幹線 △長野新幹線  □上越新幹線
※東京駅から 250㎞までを上限とし、在来線により通勤可能
な市区 ( 品川区、横浜市、さいたま市など ) は除く。
※福島県内の市町村は推計値なし。

◆
◆
◆

那須塩原市
小山市

宇都宮市

【図 3：新幹線停車駅がある市町の人口動態】

【図 4：市の人口重心】

●  平成 22 年の人口重心

●

■各種統計書を市ホームページで見ることができます

「統計調査」は皆さんの協力で成り立っています！

■統計調査員を募集しています

　皆さんに協力をいただいた各種の統計調
査は、さまざまな方法で官民を問わず役立
てられています。今後も統計調査に協力を
お願いします。

■統計調査に協力を！

問い合わせ　本市民協働推進課
　　　　　　☎ 0287（62）7105
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【図 1：全国、栃木県、那須塩原市の人口推移】　　
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市
が
委
嘱
し
た
廃
棄
物
監
視
員

が
不
法
投
棄
の
多
発
す
る
場
所
や

産
業
廃
棄
物
の
処
理
施
設
な
ど
を

中
心
に
、
２
班
体
制
で
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
の
み
な
ら
ず
土
・

日
曜
・
祝
日
も
監
視
活
動
を
し
て

い
ま
す
。
不
法
投
棄
の
多
い
早

朝
や
夜
間
は
、
通
常
の
パ
ト
ロ
ー

ル
に
加
え
担
当
職
員
が
特
別
パ
ト

ロ
ー
ル
を
行
い
、
不
法
投
棄
の
未

然
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

春
と
秋
の
年
２
回
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
地
域
環
境

の
美
化
や
快
適
な
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
市
民
一
斉
美
化
運
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ご
み
は
ご
み
を
呼
ぶ
」
の
言

葉
ど
お
り
、
不
法
投
棄
を
そ
の
ま

ま
放
っ
て
お
く
と
、「
捨
て
て
い

る
の
は
自
分
だ
け
じ
ゃ
な
い
」
と

い
う
意
識
に
な
り
、
同
じ
場
所
に

次
々
捨
て
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
で
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

地
域
の
中
か
ら
、
ご
み
減
量
へ

の
取
り
組
み
や
不
法
投
棄
さ
れ
な

い
環
境
を
作
っ
て
い
く
た
め
、
自

治
会
ご
と
に
ご
み
減
量
推
進
員
を

委
嘱
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
出
し
の
適
正
指
導
に
加

え
、
地
域
の
不
法
投
棄
の
監
視
活

動
や
奉
仕
活
動
に
使
用
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
袋
の
配
布
な
ど
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
活
動
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

市
に
は
県
警
察
か
ら
派
遣
さ
れ

て
い
る
職
員
が
い
ま
す
。
行
為
者

が
判
明
し
た
場
合
や
悪
質
な
不
法

投
棄
に
は
警
察
と
連
携
し
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

行
為
者
の
特
定
に
つ
な
が
る
直

接
的
な
証
拠
が
な
い
場
合
で
も
、

周
辺
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
に
よ

り
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
物
の
形
状

や
量
、
時
期
な
ど
か
ら
行
為
者
の

特
定
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
の
一
環
と
し
て
、
土
地
所
有
者

の
同
意
の
下
、
ご
み
捨
て
禁
止
看

板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
捨
て
禁
止
看
板
は
、
よ
く

見
え
る
位
置
に
設
置
し
、
素
材
に

は
反
射
材
を
使
用
し
て
夜
間
で
も

目
立
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
通
行
人
の
目
に
入
る
よ
う

に
し
て
、
捨
て
る
側
に
「
見
て
い

る
ぞ
」
と
気
づ
か
せ
る
、
い
わ
ゆ

る
「
見
せ
る
監
視
」
で
不
法
投
棄

の
未
然
防
止
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

県
と
常
に
情
報
交
換
を
行
い
つ

つ
、
不
法
投
棄
や
不
適
正
保
管
現

場
を
合
同
で
立
入
調
査
し
、
行
為

者
へ
の
撤
去
指
導
や
現
場
の
経
過

監
視
を
行
う
な
ど
、
連
携
し
て
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
が
行
う
県
内
主
要
道

路
で
の
廃
棄
物
車
両
調
査
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
を
使
用
し
た
ス
カ
イ
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
と
も
連
携
し
て
い

ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
人
目
に
付
か
な
い

場
所
や
時
間
帯
を
狙
っ
て
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
行
為
者
を
特
定

す
る
た
め
、
市
内
数
箇
所
に
監

視
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
24
時
間

３
６
５
日
監
視
し
て
い
ま
す
。
捨

て
た
人
が
処
理
す
る
と
い
う
原
則

を
守
る
た
め
、
人
目
に
付
か
な
い

場
所
に
設
置
し
て
行
為
者
の
特
定

に
努
め
て
い
る
の
で
す
。

　

実
際
、
監
視
カ
メ
ラ
で
記
録
し

た
映
像
か
ら
車
両
ナ
ン
バ
ー
を
読

み
取
り
、
警
察
へ
引
き
継
い
で
検

挙
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
営
業
す
る
タ
ク
シ
ー
会

社
や
森
林
組
合
と
協
力
し
、
不
法

投
棄
監
視
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
業
務
中
に
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
場
合
、
日
時
や
場
所
、
状
況

な
ど
を
市
役
所
に
通
報
す
る
こ
と

で
、
き
め
細
か
な
監
視
の
目
を
光

ら
せ
て
い
ま
す
。

　

車
両
に
は
「
不
法
投
棄
パ
ト

ロ
ー
ル
中
」
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト
を
貼
り
、
不
法
投
棄
の
未
然
防

止
も
図
っ
て
い
ま
す
。

■
許
せ
な
い
！
不
法
投
棄

～
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
守
る
た
め
に
～

第2章
不法投棄への
対策

市
や
関
係
機
関
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
不
法
投
棄
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
人
に
よ
る
不
法
投
棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

今
後
も
監
視
の
目
を
強
化
し
、
不
法
投
棄
の
撲
滅
を
目
指
し
ま
す
。

市
民
と
の
連
携

関
係
機
関

と
の
連
携

市
の
行
う
対
策

　

前
回
の
２
月
５
日
号
で
は
、不
法
投
棄
の
罰
則
や
現
状
、

そ
れ
が
も
た
ら
す
影
響
を
伝
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
不
法
投
棄
を
な
く
す
た
め
に
市
の
行
う
対
策

や
、
関
係
機
関
と
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

♦
不
法
投
棄
監
視
カ
メ
ラ

♦
ご
み
減
量
推
進
員

♦
タ
ク
シ
ー
会
社
・
森
林

　

組
合
と
の
協
定

♦
警
察
と
の
連
携

♦
県
と
の
連
携

♦
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動

♦
ご
み
捨
て
禁
止
看
板

♦
市
民
一
斉
美
化
運
動

廃棄物監視員による回収

設置されたごみ捨て禁止看板

監視カメラでとらえた映像

市民一斉美化運動で集めたごみ

多くの目で監視しています

主要道路での車両調査

警察による現場検証

スカイパトロール 市内で発生している不法投棄現場

※
次
回
の
３
月
５
日
号
で
は
、

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
地
域
づ
く

り
を
実
践
し
て
い
る
人
た
ち

や
、
市
全
体
の
環
境
問
題
に
広

く
取
り
組
ん
で
い
る
人
た
ち
を

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

本
環
境
対
策
課

　

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
４
４

平成26年2月20日号5



平成26年2月20日号 平成26年2月20日号

まちの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います。
本秘書課　☎0287(62)7109Town Topics タウントピックス

67

新春を飾る初市が開催

社会福祉への理解を深めます

貴重な文化財を火災から守る

　1月 25日、黒磯駅前の通りで市商工会主催によ
る新春恒例の黒磯初市が開催されました。
　通りの両側には、色とりどりのだるまや縁起物
のほか、飲食物などの露店が数多く並び、大勢の
人が通りを埋め尽くしました。　
　また、特設のイベント会場では、黒磯巻狩太鼓
やカラオケ大会などさまざまな催しが行われ、新
春を飾る初市はさらに盛り上がり、訪れた人を喜
ばせていました。

　1月 25日、黒磯文化会館で第 8回市社会福祉大
会が行われました。
　大会では、社会福祉に尽力した市内の団体や個
人、小・中学校の篤

とっこう

行・善行な児童生徒、社会福
祉事業への高額寄付者の表彰が行われました。ま
た、子育て奮闘記の発刊もしているロックミュー
ジシャンのダイヤモンド　ユカイさんによるトー
ク＆ミニライブが行われ、集まった人は楽しみな
がら社会福祉への関心を高めました。

　1月 26日の文化財防火デーにちなみ、大田原地
区広域消防組合と黒磯那須消防組合は、市内 5カ
所（23 日乃木神社、24 日青木邸、三島神社、塩
原八幡宮、29日天皇の間記念公園）で防災訓練を
行いました。
　三島神社では、本殿の火災を想定した消火訓練
のほか、参加した地域住民らに消火器の操作方法
を指導。「火を見ても慌てずに行動することが大切」
と火事場での心構えを説明していました。

　1月 26日、第 55回栃木県郡市町対抗駅伝競走
大会「夢ふるとちぎ路

じ

駅伝」が開催され、県庁か
ら栃木市総合運動公園陸上競技場を往復する 10区
間 60.02kmのコースで行われました。
　全28チーム中、本市からは最多の3チームが出場
し、「那須塩原Ａ」が3時間8分36秒で見事5年連続の
総合優勝を果たしました。また、「那須塩原Ｂ」は3時
間18分58秒で総合14位、「那須塩原Ｃ」も3時間18
分57秒で総合13位とそれぞれ健闘しました。

　2月 3日、塩原幼稚園で節分の豆まきが行われ
ました。
　保護者たちが演じる鬼が園庭に現れると、子ど
もたちは一斉に走り出し、「鬼はそと！」と声を上
げながら豆をまいて鬼を退治しました。
　豆まきが終わった後、鬼と子どもたちは仲良く
一緒にお遊戯を行い、「皆さんの心に住む鬼も退治
できましたか」と先生が子どもたちに聞くと、声
を合わせて「はーい！」と元気よく答えました。

　1月 19 日、黒磯文化会館で、くろいそオペラ
をつくる会が喜歌劇「メリー・ウィドウ」を上演
しました。迫力あるオーケストラの生演奏に合わ
せて、寸分の狂いもなく披露される美しい踊りや
歌の様子は、まさに圧巻の一言。この日のために、
練習に励んできたことが一目で分かりました。
　高根沢町から夫婦で鑑賞に来た荒井さんは、「多
くの市民が携わり、こんなに素晴らしいオペラが
できるなんて感動した」と話してくれました。

那須塩原市が大会５連覇を
達成しました！

悪い鬼を退治しよう！ 市民が演じるオペラに感動

　1月 19 日、三島体育センターグラウンドで三島小学校の凧
揚げ大会が開催されました。
　今回で 29回目を数えるこの大会には、同校の児童と保護者
など約 300人が参加し、各自の手作り凧や 6年生のクラス連凧
を親子で揚げて楽しみました。
　メーンの大凧揚げでは、時折吹き付ける強い風にも負けず、
みんなで協力して揚げた大凧が大空に高く舞い上がった瞬間、
参加者から笑顔があふれていました。

大空高く舞い上がれ！



平成26年2月20日号 平成26年2月20日号 89

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
支
援
を
行
う
機
関
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
市
か
ら
委
託

を
受
け
た
社
会
福
祉
法
人
な
ど

に
よ
り
、
市
内
に
８
カ
所
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員

な
ど
が
地
域
の
医
療
機
関
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど
と
連

携
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

や
制
度
を
活
用
し
て
高
齢
者
の

生
活
を
支
え
る
手
伝
い
を
し
て

い
ま
す
。

　

相
談
に
費
用
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
電
話
や
窓
口
の
ほ
か
、
自

宅
へ
の
訪
問
も
し
て
い
る
の

で
、
気
軽
に
担
当
地
区
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
の
生
活
全
般
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
人
や
そ

の
家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
を
通
じ
て
本
人
に
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
把
握

し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な

げ
ま
す
。
さ
ら
に
、
近
所
の
人

か
ら
の
「
地
域
に
気
が
か
り
な

高
齢
者
が
い
る
」
と
い
っ
た
相

談
に
も
対
応
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
権
利
を
守
る
た

め
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
虐

待
な
ど
を
防
止
し
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
な
ど
で
判
断
能
力

が
低
下
し
た
人
の
財
産
を
守
る

た
め
、
成
年
後
見
制
度
の
利
用

を
支
援
し
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ

の
あ
る
人
に
対
し
て
、
本
人
の

希
望
を
尊
重
し
な
が
ら
介
護
予

防
の
事
業
に
参
加
す
る
た
め
の

手
伝
い
を
し
、
心
身
の
能
力
低

下
防
止
の
支
援
を
し
ま
す
。

　

地
域
で
活
動
す
る
介
護
支
援

専
門
員
へ
の
支
援
の
ほ
か
、
主

治
医
や
地
域
の
関
係
機
関
と
の

連
携
・
調
整
を
行
う
こ
と
で
、

高
齢
者
が
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

第2回　バードウォッチング体験

※自身の地区の担当が分からない場合は問い合わせてください。

那須塩原市

栃木県

茨城県

大田原市

大子町

棚倉町
福島県那須町

那珂川町

矢祭町

塙町

■
高
齢
者
の
相
談
窓
口

■
高
齢
者
の
権
利
を
守
る

■
安
心
し
て
生
活
で
き
る

　
環
境
づ
く
り

■
高
齢
者
の
介
護
予
防
を

　
推
進

第４回　多様な植生が語る塩原

第６回　箒川での川遊び

第９回　皇室に愛された塩原

　

本
市
は
、
大
田
原
市
を
中
心

市
と
し
て
栃
木
・
茨
城
・
福
島

各
県
の
２
市
６
町
で
構
成
す
る

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏

構
想
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
27
日
、
定
住
自
立
圏
形

成
協
定
の
合
同
調
印
式
が
行
わ

れ
、
本
市
は
大
田
原
市
と
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
今
後
は
こ

の
協
定
に
基
づ
き
、医
療
・
福
祉

な
ど
暮
ら
し
に
必
要
な
生
活
機

能
の
確
保
に
向
け
、
連
携
し
た

取
り
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想
と
は
？

　

地
方
の
人
口
流
出
を
食
い
止

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
つ
く
る
た
め
の
総
務
省
の
施

策
で
す
。
都
市
機
能
を
持
つ
中

心
市
と
、
そ
の
周
り
の
市
町
が

協
力
し
て
、
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。

※
本
市
が
中
心
市
と
な
り
大
田

原
市
・
那
須
町
・
那
珂
川
町
と

と
も
に
形
成
す
る
那
須
地
域
定

住
自
立
圏
構
想
も
推
進
し
て
い

ま
す
。

 問い合わせ（市外局番0287を省略して表記しています）
　 本高齢福祉課　☎（62)7392　　　市民福祉課　☎（37)6231
　 　総務福祉課　☎（32)2912　　各地域包括支援センター

※講座は、月２～３回実施します。月の講座日程のうち１回受講してください。
※講座内容、日程などは変更する場合があります。
※受講者の人数により講座回数を変更する場合があります。 塩

高齢者の皆さんの元気を支えます  地域包括支援センターの活動

■平成２６年度講座開催予定表

名称 ところ ☎(0287) 担当地区
地域包括支援センター
寿
じゅざんそう

山荘 住吉町5－10 (62)9655 黒磯地区、厚崎
地区(一部)

地域包括支援センター
秋
こすもす

桜の家 大原間83 (65)2972 東那須野地区

地域包括支援センター
あぐり 鍋掛1416－3 (73)2550 とようら地区、

厚崎地区(一部)
稲村いたむろ地域包括
支援センター 東原166 (60)3361 稲村地区、高林

地区
地域包括支援センター
さちの森 野間453－23 (60)1331 鍋掛地区

地域包括支援センター
とちのみ 井口533－11 (37)1683 西那須野東部

地区
西那須野西部地域包括
支援センター 上赤田238－658 (37)8183 西那須野西部

地区
しおばら地域包括支援
センター 下田野282－6 (35)3745 塩原地区全域

開催日 時間 回数 講義内容

4月
13日㈰ 午前9時30分～10時 　 開講式
13日㈰ 午前10時～正午

第1回 観光施設と名所 
～まずは地名と場所を知ろう～16日㈬ 午前10時～正午

5月
15日㈭  午前9時30分～11時30分

第2回 バードウォッチング体験 
～箒川の鳥たち～18日㈰  午前9時30分～11時30分

21日㈬  午前9時30分～11時30分

6月
5日㈭ 午前9時～正午

第3回 塩原の生き物たち 
～両生類が棲む貴重な森林～8日㈰ 午前9時～正午

11日㈬ 午前9時～正午

7月
2日㈬ 午前9時～正午

第4回 多様な植生が語る塩原 
～あれもこれもモミジの仲間～6日㈰ 午前9時～正午

13日㈰ 午前9時～正午

8月
17日㈰  午前9時30分～11時30分

第5回 塩原の地質と温泉 
～だから多彩なお湯が湧く～20日㈬  午前9時30分～11時30分

9月
3日㈬  午前9時30分～11時30分

第6回 箒川での川遊び 
～童心に返ってカジカ採り～7日㈰  午前9時30分～11時30分

11日㈭  午前9時30分～11時30分

10月
2日㈭ 午前9時～正午

第7回 ようこそ文学散歩 
～文人たちの足跡を辿る～8日㈬ 午前9時～正午

12日㈰ 午前9時～正午

11月
12日㈬  午前9時30分～11時30分

第8回 塩原の食の魅力 
～味めぐりのススメ～16日㈰  午前9時30分～11時30分

12月
3日㈬ 午後1時～3時

第9回 皇室に愛された塩原 
～著名人を迎えた癒しの里～7日㈰ 午後1時～3時

1月
14日㈬ 午後1時～3時

第10回 塩原を愛した文人たち 
～作品は塩原の魅力を語る～18日㈰ 午後1時～3時

2月
12日㈭ 午後1時～3時

第11回 千二百年の歴史 
～武将たちの温泉争奪戦～15日㈰ 午後1時～3時

3月
1日㈰ 午後1時～3時

第12回 塩原流・温泉療法 
～リハビリと健康増進～3日㈫ 午後2時～4時

塩原温泉観光マイスター学院第９期生募集
　

塩
原
温
泉
の
自
然
、
温
泉
、
歴

史
、
文
学
、
生
き
物
な
ど
を
学
び
、

規
定
の
単
位
を
受
講
し
た
人
を
塩

原
温
泉
観
光
マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て

認
定
し
ま
す
。
認
定
後
は
団
体
な

ど
に
所
属
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
に
参
加

す
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

講
座
は
、毎
月
１
単
位
実
施
し
、

室
内
で
の
講
話
の
ほ
か
、
屋
外
で

の
現
地
講
座
も
あ
り
、
塩
原
の
魅

力
が
詰
ま
っ
た
内
容
で
す
。

▼
受
講
期
間　

　

４
月
～
来
年
３
月
（
全
12
回
）

▼
年
間
受
講
料　

１
万
円

▼
定
員　

60
人

▼
そ
の
他　

受
講
者
に
は
特
典
と

し
て
、
塩
原
の
里
物
語
（
図
書
）、

塩
原
の
自
然
（
図
鑑
）、
塩
原
温

泉
湯
め
ぐ
り
手
形
（
入
浴
割
引

ク
ー
ポ
ン
）
が
配
布
さ
れ
ま
す

▼
申
込
方
法　

受
講
者
募
集
チ
ラ

シ
裏
面
の
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

塩
原
温
泉
観
光
協
会
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま

た
は
直
接
持
ち
込
み

▼
申
込
用
紙
の
設
置
場
所

塩
原
温
泉
観
光
協
会
（
塩
原
も
の

語
り
館
内
）、
本
商
工
観
光
課
、

西
産
業
観
光
建
設
課
、
塩
産
業
観

光
建
設
課
の
各
窓
口

▼
申
込
期
限　

３
月
18
日
㈫

▼
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ

　

塩
原
温
泉
観
光
協
会

　

☎
０
２
８
７（
32
）４
０
０
０

　

FAX
０
２
８
７（
32
）４
２
８
６

塩

八や
み
ぞ
さ
ん

溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏

形
成
協
定
を
締
結

問
い
合
わ
せ　

本
企
画
情
報
課

　

☎
０
２
８
７（
62
）７
１
０
９
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　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

　

指
定
管
理
者
と
は
、
市
が
設
置

し
た「
公
の
施
設
」を
市
に
代
わ
っ

4
月
か
ら
の
指
定
管
理
者

が
決
ま
り
ま
し
た

中
学
２
年
生
以
上
の
子
ど
も

の「
こ
ど
も
医
療
費
」受
給
資

格
登
録
は
お
済
み
で
す
か

　

平
成
25
年
４
月
か
ら
、「
こ
ど

も
医
療
費
」
の
助
成
対
象
年
齢
を

18
歳
ま
で
の
子
ど
も
（
18
歳
に
到

達
し
た
日
か
ら
最
初
の
３
月
31
日

を
迎
え
る
ま
で
の
子
ど
も
）
に
拡

大
し
ま
し
た
。
助
成
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
前
に
資
格
の
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
な
る
べ
く
早
く
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
重
度
心
身
障
害
者
医

療
費
、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
な

ど
、
他
の
医
療
費
助
成
を
受
け
て

い
る
場
合
は
、
登
録
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
国
保
年
金
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
３

　

西
市
民
福
祉
課 

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
３

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
８
８

３
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

期
間
で
す

「
消
す
ま
で
は

　
　

心
の
警
報　

O
N
の
ま
ま
」

（
平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
）

　

毎
年
春
先
は
、
風
の
強
い
日
が

多
く
、
空
気
が
乾
燥
し
た
時
期
と

な
る
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
重
点
目
標

○
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

※
平
成
21
年
６
月
か
ら
全
て
の
住

宅
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
放
火
火
災
・
連
続
放
火
火
災
防

止
対
策
の
推
進

○
林
野
火
災
予
防
対
策
の
推
進

▼
問
い
合
わ
せ

　

黒
磯
那
須
消
防
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
０
８
６
４

　

板
室
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
69
）
０
１
１
９

　

本
市
の
平
成
25
年
中
の
飲
酒
運

転
に
よ
る
交
通
事
故
の
状
況
は
、

発
生
件
数
が
10
件
、
負
傷
者
数
が

13
人
。
死
者
は
い
ま
せ
ん
が
、
県

内
に
お
い
て
発
生
件
数
が
ワ
ー
ス

ト
４
位
と
い
う
不
名
誉
な
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
よ
る
事
故
は
、
自

分
の
み
な
ら
ず
他
人
や
家
族
に
重

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　

３
月
は
歓
迎
会
や
送
別
会
な

ど
、
飲
酒
の
機
会
が
増
え
ま
す
。

も
う
一
度
、
家
庭
、
地
域
、
職
場

で
飲
酒
運
転
に
つ
い
て
考
え
、
あ

な
た
自
身
の
強
い
意
志
を
持
っ

３
月
１
日
㈯
～
31
日
㈪
は

第
3
期
飲
酒
運
転
根
絶
強

化
月
間
で
す

マ
ロ
ニ
エ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
事
業
所

表
彰
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

県
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
事
業
所
を
「
エ
コ

キ
ー
パ
ー
事
業
所
」
と
し
て
認
定

し
、
そ
の
中
で
優
れ
た
取
り
組
み

を
行
っ
た
事
業
所
を
マ
ロ
ニ
エ

E
C
O
事
業
所
と
し
て
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

那
須
製
紙
株
式
会
社（
一
区
町
）

は
、「
エ
コ
キ
ー
パ
ー
事
業
所
」

の
認
定
を
受
け
て
い
る
96
事
業
所

（
市
内
は
10
事
業
所
）
の
中
で
、

特
に
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
っ
た

こ
と
か
ら
平
成
25
年
度
の
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

▼
那
須
製
紙
株
式
会
社
の
取
り
組

み・
ボ
イ
ラ
ー
の
燃
料
を
Ａ
重
油
か

ら
Ｌ
Ｐ
Ｇ
に
転
換

・
徹
底
し
た
節
電
対
策

・
産
業
廃
棄
物
排
出
量
を
半
減

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎(

62)

７
１
９
３

　

西
那
須
野
防
火
管
理
協
会
で

は
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の

一
環
と
し
て
西
那
須
野
地
区
の
各

小
中
学
校
か
ら
防
火
標
語
を
募
集

し
ま
し
た
。

　

入
選
16
点
を
選
出
し
、
そ
の
中

か
ら
選
出
し
た
最
優
秀
賞
５
点
で

防
火
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
西
那
須

野
地
区
の
各
家
庭
、
会
員
事
業
所

防
火
標
語
最
優
秀
賞
受
賞

者
が
決
定
し
ま
し
た

  
お
知
ら
せ

て
管
理
す
る
団
体
の
こ
と
で
す
。

公
共
的
な
団
体
に
限
ら
ず
広
く
民

間
の
団
体
も
管
理
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
施
設
名　

元
気
ア
ッ
プ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
し
お
ば
ら

▼
指
定
管
理
者　

公
益
社
団
法
人

那
須
塩
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー

▼
指
定
期
間　

平
成
26
年
4
月
1

日
～
29
年
3
月
31
日

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
企
画
情
報
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
０
６

て
、
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ

う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
生
活
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
２
７

　

西
那
須
野
地
区
・
塩
原
地
区
で

は
、
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
期

間
中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま

す
。
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

３
月
１
日
㈯
～
７
日
㈮

の
午
前
７
時
と
午
後
６
時
に
15
秒

間▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消 

　

防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
８
７
（
22
）
３
０
１
６

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
署
西
那
須
野
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
３
０
０

　

塩
原
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
４
９

春
季
火
災
予
防
運
動
期
間

中
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し

ま
す

な
ど
へ
配
布
し
ま
し
た
。

▼
応
募
総
数　

１
６
２
点

▼
最
優
秀
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
小
学
校
５
年
生
の
部
】

久
光
大
輝
（
東
小
）

「
火
だ
け
消
し

 

注
意
の
心
は　

消
し
ち
ゃ
だ
め
」

【
小
学
校
６
年
生
の
部
】

矢
嶋
萌め

い愛
（
大
山
小
）

『
火
の
始
末

 「
後
で
」と
思
わ
ず　

す
ぐ
実
行
』

【
中
学
校
１
年
生
の
部
】

渡
辺
千
尋
（
西
那
須
野
中
）

「
火
の
始
末

　
　

再
度
確
認　

火
災
ゼ
ロ
！
」

【
中
学
校
２
年
生
の
部
】

中
山
港み

な
と斗
（
西
那
須
野
中
）

「
再
確
認

　

出
か
け
る
前
に　

火
の
用
心
」

【
中
学
校
３
年
生
の
部
】

大
鹿
英
祐
（
西
那
須
野
中
）

「
消
防
車

　

出
動
さ
せ
な
い　

町
づ
く
り
」

▼
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消

　

防
署
西
那
須
野
分
署

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
２
３
０
０

犬
は
正
し
く
飼
い
ま
し
ょ

う
▼
犬
の
散
歩
を
す
る
と
き
は
十
分

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

　

最
近
、
市
内
で
通
学
中
の
中
学

生
が
散
歩
中
の
犬
に
飛
び
付
か

れ
、
か
ま
れ
る
と
い
う
事
例
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
た
と
え
普
段
は

お
と
な
し
い
犬
で
あ
っ
て
も
何
か

の
拍
子
に
、人
を
追
い
か
け
た
り
、

か
み
付
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。犬
の
散
歩
を
す
る
際
に
は
、

き
ち
ん
と
リ
ー
ド
を
つ
け
、
犬
を

制
御
で
き
る
人
が
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
人
や
他
の
犬
と
す
れ

違
う
と
き
に
は
リ
ー
ド
を
短
く
持

つ
な
ど
周
囲
へ
の
安
全
確
保
に
十

分
努
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
犬
の
ふ
ん
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ

う
　

犬
を
連
れ
て
の
外
出
は
、
ふ
ん

処
理
用
道
具
を
携
帯
し
、
ふ
ん
を

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
散

歩
中
の
尿
を
洗
い
流
せ
る
よ
う
、

水
を
入
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど

を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

自
分
の
家
の
前
や
敷
地
に
犬
の

ふ
ん
が
放
置
さ
れ
て
い
た
ら
誰
で

も
不
快
に
思
う
も
の
で
す
。
自
分

が
、
同
じ
被
害
に
あ
う
こ
と
を
想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
次
の
場
合
に
は
連
絡
を
し
て
く

だ
さ
い

○
自
分
の
飼
っ
て
い
る
犬
が
他
人

を
か
ん
で
し
ま
っ
た
場
合

　
「
栃
木
県
動
物
の
愛
護
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
」
に
よ
っ
て
、

飼
い
主
は
届
出
を
す
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
県
動
物

愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

○
飼
い
犬
が
行
方
不
明
（
迷
子
）

に
な
っ
た
場
合

　

す
で
に
関
係
機
関
で
保
護
さ
れ

て
い
る
場
合
や
、
個
人
で
保
護
し

て
い
る
な
ど
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
県
動

物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
本

環
境
管
理
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

犬
を
飼
う
場
合
は
、
市
へ
登
録

の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
1
回
狂
犬
病
予
防
注
射
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。
生
後
91
日
以

上
の
犬
に
は
「
登
録
」
と
年
に
1

度
の
「
狂
犬
病
予
防
注
射
」
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

○
正
し
い
犬
の
飼
い
方
や
し
つ
け

な
ど
に
関
す
る
こ
と

　

県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
８（
６
８
４
）５
４
５
８

○
犬
の
登
録
、
狂
犬
病
予
防
注
射

に
関
す
る
こ
と

　

本
環
境
管
理
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
４
２

　

西
市
民
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

　

塩
総
務
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
３
９

  

募
集

田
舎
ラ
ン
ド
鴫
内
「
農
園
・

園
芸
教
室
」
年
会
員
募
集

▼
活
動
日　

４
～
11
月
の
土
・
日

曜
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

（
全
11
回
）

※
昼
食
付
き
で
す
。

▼
定
員　

40
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
内
容

①
野
菜
づ
く
り
…
種
ま
き
や
苗
の

植
え
付
け
、
畑
の
手
入
れ
、
収
穫

②
花は

な
な
え苗
づ
く
り
…
種
ま
き
、
ポ
ッ

ト
へ
の
仮
植
え

▼
費
用　

年
会
費
４
千
円
（
種

し
ゅ
び
ょ
う苗

代
、
昼
食
代
）

▼
受
付
開
始
日　

３
月
５
日
㈬
午

前
９
時
～

▼
そ
の
他　

収
穫
し
た
野
菜
や
花

の
苗
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

す▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

田
舎
ラ
ン
ド
鴫
内

　
　
　
　
　

☎
（
68
）
７
０
０
６

利用期間　4 月～来年 3 月（１年間）　　対象　市民
申込方法　使用料と印かんを持参し、各地区の申込会場で申し込み。電
話での申し込みは受け付けていません（募集数になり次第締め切り）
募集農園

○自家用野菜の栽培を楽しめる
　　　　　　　　「ふれあい農園」を利用してみませんか

申し込み・問い合わせ　（公財）市農業公社　☎（60）1283

地区 農園名 募集数 広さ 使用料 申込日時 申込会場

黒磯

末広町 3

20 坪 3,000 円 3月12日㈬
午前9時～

正午
市役所東庁舎
901会議室

若葉町 2
上黒磯 2

鳥野目第１ 1

鳥野目第２ 2
渡辺 18

15 坪 2,000 円西那須野

西三島 13

3月11日㈫
午後1時～

4時
西那須野支所
201会議室

太夫塚 1
二区町 5
西原町 4
下永田
5 丁目 2

下永田
6 丁目 1

塩原
関谷 5

30 坪 4,000 円
3月13日㈭ 
午前9時～

正午
ハロープラザ 

第2会議室中塩原 7
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1213

　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

第
９
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会

▼
と
き　

３
月
30
日
㈰
午
前
８
時

ス
タ
ー
ト

▼
と
こ
ろ　

塩
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

▼
対
象　

市
民
ま
た
は
市
内
勤
務

者▼
内
容　

18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

プ
レ
ー
新
ぺ
リ
ア
方
式

▼
参
加
費　

３
千
円

▼
プ
レ
ー
費　

７
千
円
（
セ
ル
フ

プ
レ
ー
・
昼
食
付
）

▼
定
員　

３
０
０
人

▼
申
込
期
限　

３
月
14
日
㈮
午
後

５
時

成
年
後
見
無
料
相
談
会

　

成
年
後
見
制
度
と
は
、
知
的
障

害
、
精
神
障
害
、
認
知
症
な
ど
に

よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
人
た

ち
が
、
契
約
な
ど
の
法
律
行
為
を

行
う
と
き
に
不
利
に
な
ら
な
い
よ

う
支
援
し
、
そ
の
人
の
権
利
や
財

産
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す
。

　
「
知
的
障
害
を
も
つ
子
の
将
来

が
心
配
」、「
認
知
症
の
母
が
頻
繁

な
訪
問
販
売
や
悪
質
商
法
の
被
害

を
受
け
て
い
る
」
な
ど
お
困
り
の

人
や
そ
の
支
援
に
携
わ
っ
て
い
る

人
、
ま
た
「
制
度
の
内
容
が
ど
ん

な
も
の
か
知
り
た
い
」
と
い
う
人

は
、
気
軽
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▼
と
き　

３
月
18
日
㈫
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

西
那
須
野
保
健
セ
ン

タ
ー

▼
相
談
員　

司
法
書
士
（
リ
ー
ガ

ル
・
サ
ポ
ー
ト
と
ち
ぎ
支
部
会
員
）

▼
そ
の
他　

事
前
に
予
約
し
た
人

を
優
先
し
ま
す
が
、
空
い
て
い
れ

ば
当
日
も
受
け
付
け
ま
す

※
相
談
は
１
人
１
時
間
以
内
。

道
の
駅「
明
治
の
森
・
黒
磯
」

ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト

　

厚
崎
公
民
館
で
つ
る
し
び
な
を

作
っ
て
い
る
「
う
ら
ら
会
」
の
協

力
に
よ
り
、
直
売
所
で
つ
る
し
び

な
を
展
示
中
で
す
。

　

甘
酒
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
無
料

配
布
な
ど
、
大
人
も
子
ど
も
も
楽

し
め
る
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
と
き　

３
月
２
日
㈰
午
前
９
時

～（
景
品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

▼
と
こ
ろ　

道
の
駅「
明
治
の
森
・

黒
磯
」

▼
内
容　

当
日
道
の
駅
で
千
円
以

上
購
入
し
た
人
に
「
ひ
し
餅
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
先
着
30
人
）、
ひ

な
祭
り
に
ち
な
ん
だ
限
定
パ
ン
の

販
売
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
に
限
り
ピ

ザ
１
枚
５
０
０
円
で
販
売
（
青
木

の
森
カ
フ
ェ
）
な
ど

▼
問
い
合
わ
せ

　

道
の
駅
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　

☎
（
63
）
０
３
９
９

親
子
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

教
室
参
加
者
募
集
中

  

研
修
・
講
座
・
教
室

▼
と
き　

３
月
30
日
㈰
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

関
谷
南
公
園
げ
ん
き

広
場

▼
対
象　

市
内
小
学
生
と
そ
の
保

護
者 合

気
道
体
験
教
室

　

初
心
者
や
女
性
も
気
軽
に
参
加

で
き
る
内
容
で
す
。

▼
と
き　

３
月
19
日
㈬
午
前
10
時

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

三
島
体
育
セ
ン
タ
ー

柔
道
場

▼
対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
勤
務

者▼
参
加
費　

無
料

▼
定
員　

20
人

▼
そ
の
他　

ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
運
動

が
で
き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ

さ
い

▼
申
込
期
間　

３
月
６
日
㈭
～
18

日
㈫

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
合
気
道
連
盟
（
藤
田
）

☎
０
９
０（
２
２
０
８
）７
４
４
１

　
　

blue1
2

oceans

　

@
yahoo.co.jp

講
演
会
「
大
切
な
子
ど
も

時
代
の
過
ご
し
方
～
い
ま
、

何
が
問
題
か
～
」

▼
と
き　

３
月
４
日
㈫
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

い
き
い
き
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
講
師　

増ま
し
や
ま山
均
氏
（
早
稲
田
大

学
文
学
学
術
院
教
授
）

▼
定
員　

１
０
０
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
３
６
４

　
　
　
　
　

ＦＡＸ
（
37
）
５
４
７
９

「
市
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
支
援
事
業
」
企
画

提
案
募
集

　

市
で
は
、
自
治
会
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
、
市
民
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、

企
業
な
ど
の
団
体
が
、
企
画
・
提

案
し
実
践
す
る
公
益
性
の
高
い
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
、
そ
の

事
業
に
か
か
る
経
費
の
一
部
を
支

援
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
熱
意
と
ア
イ
デ
ア
に

満
ち
た
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

▼
募
集
事
業　

自
由
な
テ
ー
マ
で

社
会
的
ま
た
は
地
域
的
な
課
題
の

解
決
に
つ
な
が
る
事
業

▼
対
象
団
体　

市
内
で
の
活
動
実

績
が
１
年
以
上
あ
り
、
規
約
な
ど

を
定
め
て
い
る
団
体

▼
事
業
期
間　

６
月
上
旬
～
来
年

３
月
31
日

▼
補
助
金
額　

補
助
対
象
経
費
の

10
分
の
８
以
内
の
額
と
し
、
80
万

円
を
限
度

※
継
続
事
業
の
場
合
、
補
助
率
が

下
が
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

４
月
１
日
㈫
～
21

日
㈪

▼
審
査
方
法　

書
類
お
よ
び
公
開

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
審

査▼
募
集
要
項　

応
募
に
関
す
る
詳

細
は
、
各
庁
舎
、
公
民
館
に
あ
る

募
集
要
項
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

〈
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
〉

▼
と
き　

３
月
15
日
㈯
午
前
10
時

30
分
～
（
１
時
間
程
度
）

▼
と
こ
ろ　

東
那
須
野
公
民
館

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

本
市
民
協
働
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
１
５
１

  

催
し

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
１
１
１
１

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

本
社
会
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
０
２
６

※市役所、ハロー
プラザ（箒根出張
所）は、モニタ
リングポストの
測定数値を公表
しています。
　なお、＊の場
所は、周辺の除
染作業実施済み
です。

　　 場　所 放射線量
 那須塩原市役所＊  0.135 ～ 0.143
 西那須野庁舎  0.10　～ 0.12
 塩原庁舎  0.11　～ 0.13
 ハロープラザ＊

（箒根出張所）  0.120 ～ 0.131 

 高林公民館＊  0.22　～ 0.32
  単位はすべてマイクロシーベルト／時

○空間放射線量測定結果 1月9日～2月7日測定

 　　  問い合わせ　本環境対策課 　☎ (62)7141

西
那
須
野
公
民
館
韓
国
料

理
自
主
グ
ル
ー
プ
会
員
募

集

　

料
理
の
作
り
方
は
も
ち
ろ
ん
、

料
理
を
通
し
て
韓
国
の
文
化
も
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
料
理
で
国

際
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
日　

毎
月
第
２
水
曜
の
午

前
中
（
月
１
回
）

▼
活
動
場
所　

西
那
須
野
公
民
館

調
理
室

▼
講
師　

河は

明み
ょ
ん
す淑
氏
（
春

し
ゅ
ん
こ
う
で
ん

香
伝
社

主
）

▼
会
費　

毎
月
１
５
０
０
円
（
講

師
へ
の
謝
礼
と
食
材
費
）

▼
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
込
期
間　

３
月
１
日
㈯
～
12

日
㈬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
那
須
野
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
（
36
）
１
１
４
３

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住

宅
入
居
者
募
集

　

高
齢
者
向
け
優
良
賃
貸
住
宅
と

は
、
60
歳
以
上
の
自
立
し
た
日
常

生
活
が
で
き
る
高
齢
者
の
た
め
の

住
宅
で
す
。

　

家
賃
負
担
も
所
得
に
応
じ
て
軽

減
さ
れ
ま
す
。

▼
対
象
物
件　

レ
ク
ラ
ン
那
須
塩

原
（
黒
磯
６
５
２
―
１
）

▼
入
居
者
負
担
額　

2
万
3
千
円

～
4
万
3
千
円

▼
間
取
り　

ワ
ン
ル
ー
ム

▼
募
集
期
間　

随
時

▼
そ
の
他　

共
益
費
、
緊
急
サ
ー

ビ
ス
料
な
ど
の
負
担
有
り

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

県
住
宅
供
給
公
社
住
宅
管
理
部

　

☎
０
２
８（
６
２
２
）０
４
６
１

○ 市 営 住 宅 の 入 居 案 内

入居には各種要件がありますので、必要書類とあわせて必ず事前に
確認してください。
受付期間　3 月 3 日㈪～ 7 日㈮ 午後 5 時締め切り
注意事項  ・親族 2 人以上の世帯が対象となります
　　　　　・家賃は、世帯の収入などに応じて記載の範囲内で決定します
　　　　　・応募者が募集戸数を超えた場合は、抽選となります

申し込み・問い合わせ　　本都市整備課　☎ (62)7162
募集団地 構造 募集戸数 間取り 家賃

黒磯
稲村 中層耐火

3 ～ 4 階
建て

1 3DK 20,800 ～ 40,800 円

若松 2 3DK 16,300 ～ 32,500 円

▼
募
集
人
数　

普
通
科
40
人
（
男

女
）

▼
出
願
書
類　

入
学
願
書
、
受
検

票
、
入
学
考
査
料
納
付
票
（
入
学

考
査
料
と
し
て
９
５
０
円
の
栃
木

県
収
入
証
紙
を
貼
っ
て
く
だ
さ

い
）

▼
出
願
方
法

○
中
学
校
卒
業
後
５
年
未
満
の
人

　

中
学
校
長
が
、
出
願
に
必
要
な

書
類
に
「
調
査
書
」
を
添
え
て
提

出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

○
中
学
校
卒
業
後
５
年
以
上
を
経

過
し
た
人

　

出
願
書
類
の
ほ
か
、「
中
学
校

卒
業
証
明
書
」
と
「
中
学
校
卒
業

後
５
年
以
上
を
経
過
し
た
志
願
者

の
志
願
理
由
書
」を
添
え
て
直
接
、

大
田
原
東
高
等
学
校
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い

※
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
「
自
己

申
告
書
」、「
作
文
に
よ
る
受
検
許

可
願
」
な
ど
を
提
出
し
ま
す
。

▼
出
願
期
間　

３
月
12
日
㈬
～
14

日
㈮
の
午
前
９
時
～
午
後
３
時
30

分
。
た
だ
し
、
14
日
㈮
は
正
午
ま

で
、
郵
送
の
場
合
は
３
月
12
日
㈬

必
着

▼
学
力
検
査
期
日　

３
月
18
日
㈫

午
前
９
時
集
合

▼
学
力
検
査
問
題　

国
語
・
社
会
・

県
立
大
田
原
東
高
等
学
校

定
時
制
課
程
生
徒
募
集

数
学
・
理
科
・
外
国
語
（
英
語
）

※
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
の
志
願
者
は
、
学
力
検

査
を
、
本
校
校
長
の
判
断
に
よ

り
、
作
文
に
代
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
面
接　

学
力
検
査
当
日
に
、
受

検
者
全
員
を
対
象
と
し
て
個
人
面

接
と
集
団
面
接
を
実
施

▼
合
格
発
表　

３
月
24
日
㈪
午
前

10
時

▼
そ
の
他　

出
願
用
紙
は
、
中
学

校
に
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
中
学

校
卒
業
後
５
年
以
上
を
経
過
し
た

志
願
者
は
、
県
立
大
田
原
東
高
等

学
校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ

　

県
立
大
田
原
東
高
等
学
校
（
大

　

田
原
市
元
町
１
―
５
―
43
）

　
　

☎
０
２
８
７
（
22
）
２
８
０
８

※
県
立
大
田
原
女
子
高
等
学
校
と

同
じ
場
所
で
す
。

▼
内
容　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
参
加
費　

３
０
０
円

▼
募
集
人
数　

20
人
程
度

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

塩
原
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
５
２
５
５

合　計 117,362 人 （－  31）
男   58,127 人 （－  22）
女   59,235 人 （－    9）

世　帯   45,852 世帯 （+   32）
出　生         82 人　 転   入 253 人
死　亡       104 人　 転   出 262 人

  平成 22 年国勢調査をもとに算出しています。

○ 2 月の人口

 問い合わせ　　　　 本市民課 ☎ (62)7132

 2月1日現在 （　）は前月比



平成26年2月20日号 平成26年2月20日号

くらしの情報

1415

内　容 と　き 定員 受付開始

 手打そば教室  5日㈯
 午前9時30分～ 20 人 募集中

 陶芸教室

 12日㈯
 午前9時30分～

各
30 人 募集中

 13日㈰
 午前9時30分～
 19 日㈯
 午前9時30分～
 20 日㈰
 午前9時30分～

 パン教室
 （あんパン、ハ
 ムロールパン）

 13日㈰
 午前9時～ 12 人 3月5日㈬

午前9時～

 手打うどん教室  19 日㈯
 午前9時30分～ 20 人 募集中

　田舎ランド鴫内では、子供会育成会、総合学習などの活動
の場としても施設の貸し出しをしています。

問い合わせ　田舎ランド鴫内 ☎ (68)7006

行事・講座名 区分 と　き

 春蘭展 催物   8 日㈯～ 9 日㈰
 かんたん面白「キノコ」
 栽培 講座   9 日㈰ 午前 10 時～

 第 27 回県都市公園写真  
 コンクール作品展 催物 12 日㈬～ 23 日㈰

 山野草の育て方 講座 16 日㈰ 午前 10 時～

 ボケ（放春花）展 催物 28 日㈮～ 30 日㈰
 　講座申し込みは、開催日の 1 カ月前から受け付けています。
　 問い合わせ　那須野が原公園緑の相談所☎ (36)1220

○那須野が原公園 緑の相談所　3 月の催し

○田舎ランド鴫内　4 月の体験活動・教室

再
生
品
を
安
価
で
販
売
し

ま
す

　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
の
中
か
ら

ま
だ
使
え
る
も
の
を
清
掃
・
修
繕

し
、
市
民
に
安
価
で
提
供
す
る
た

め
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
民

▼
展
示
場
所　

那
須
塩
原
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
１
階

▼
展
示
・
購
入
申
込
期
間　

３
月

３
日
㈪
～
14
日
㈮
午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

▼
特
別
展
示
日　

３
月
15
日
㈯

※
特
別
日
と
し
て
、
那
須
塩
原
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
管
理
棟
を
開

放
し
、
展
示
・
購
入
申
込
受
付
を

行
い
ま
す
。
平
日
に
来
ら
れ
な
い

人
は
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

に
直
接
来
ら
れ
な
い
場
合

　

平
日
の
み
、
市
役
所
本
庁
、
各

支
所
お
よ
び
出
張
所
で
再
生
品
の

カ
タ
ロ
グ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
場
で
申
し
込
み
も
で
き
ま
す

の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
主
な
販
売
品　

自
転
車
、
家
具

な
ど
80
品
程
度

▼
販
売
価
格　

１
品
１
０
０
円
～

３
千
円
程
度

▼
購
入
申
し
込
み　

１
人
２
品
ま

で
申
し
込
め
ま
す
。
展
示
期
間
に

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
会
で
当
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

〈
抽
選
会
〉

▼
と
き　

３
月
19
日
㈬
午
前
10
時

～▼
と
こ
ろ　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

※
当
選
し
た
人
の
み
に
、
後
日
当

選
連
絡
を
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

・
代
理
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん

・
現
品
を
よ
く
確
認
の
上
、
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
後
日
の
ク
レ
ー

ム
や
返
品
は
受
け
ま
せ
ん
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い

・
再
生
品
の
配
送
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
各
自
で
持
ち
帰
っ
て
く
だ

さ
い

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

那
須
塩
原
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
（
68
）
１
８
８
１

　

本
環
境
対
策
課　

　
　
　
　
　

☎
（
62
）
７
３
０
１

　

西
市
民
福
祉
課　

　
　
　
　
　

☎
（
37
）
５
１
０
４

　

塩
総
務
福
祉
課　

　
　
　
　
　

☎
（
32
）
２
９
３
９

　

箒
根
出
張
所

　
　
　
　
　

☎
（
35
）
２
５
１
１

　（　）は前年同月との比較です。

○ 12 月の交通事故発生状況 ( 人身事故 )

　　　問い合わせ　 生活課 　☎ (62)7127

発生件数  死亡者 負傷者

12 月中   41 件（+  1）  0 人（+ 1）  46 人（    0）

うち高齢者  19 件（+  7）  0 人（+ 1）  11 人（+  5）

25 年累計 474 件（+45）  1 人（+ 4） 612 人（+53）

うち高齢者 148 件（+38）  7 人（+ 3） 75 人（+10）

　県最低賃金は、平成 25 年 10 月 19 日から 1 時間
718 円に改正されました。
　また、栃木県内の６つの特定（産業別）最低賃金は、
平成 25 年 12 月 31 日から改正されました。

○ 必 ず チ ェ ッ ク ！ 最 低 賃 金
　 　 　 　 　 　 　 　 　 使 用 者 も 、労 働 者 も 。

問い合わせ　
　   栃木労働局労働基準部賃金室　☎ 028（634）9109

産　　業　　別 時間額

 塗料製造業 865 円
 はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機
 械器具製造業 809 円

 電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、
 情報通信機械器具製造業 809 円

 自動車・同附属品製造業 812 円

 計量器・測定器・分析機器・試験機・測量機
 械器具製造業、医療用機械器具・医療用品製
 造業、光学機械器具・レンズ製造業、医療用
 計測器製造業、時計・同部分品製造業

809 円

 各種商品小売業 773 円

※市内は、市外局番 0287 を省略した表記にしています。
　　　 本庁舎 ( 黒磯 )　　西那須野庁舎　　塩原庁舎塩

 受講生募集
●地域研究発表会「那須野が原をさぐる」
とき…3月8日㈯午後2時～　ところ…研修室

部 テーマ 講師

第1部 那須塩原市とその周辺の昭和の遊び
～女の子編～ 木沢宏美

第2部 須藤悟
ご

雲
うん

について 渡邊泉

第3部 那須塩原市で回収された野生哺乳類
について 近藤慧

あきら

参加費…無料　定員…50人（定員になり次第締め切り）

●日新の館企画展「なつかしいくらしの道具」
とき…2月21日㈮～5月18日㈰
問い合わせ…日新の館　☎0287(64)1343

●展示室閉鎖のお知らせ
開館10周年常設展示リニューアル準備のため、4月14日㈪
まで展示室を閉鎖しています。

●開館10周年常設展示リニューアルオープン
とき…4月15日㈫午前9時～
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　　　

●企画展「那須野が原の華族農場」同時開催
とき…4月15日㈫～6月15日㈰

 受講生募集

那須野が原ハーモニーホール  ☎ 0287(24)0880   Nasu-hh 検 索詳しくは

 
●ハーモニーホール自主講座
申込受付…3月1日㈯～（ハーモニーホール事務室にて）
※受講料など詳細については、決定次第お知らせします。

①オーケストラ養成講座（那須フィルハーモニー管弦楽団）
とき…毎週水曜　午後7時～9時
対象…小学5年生以上（オーケストラに使う楽器を所有し、
　　　ある程度演奏できる人）
講師…大井剛史(音楽監督) / 田中祐子(音楽監督補)
　　　松本ゆり子(弦楽器ﾄﾚｰﾅｰ) / 高橋貞春(管楽器ﾄﾚｰﾅｰ)
　　　前田広樹(打楽器ﾄﾚｰﾅｰ)　ほか

②ジュニア・オーケストラ・ワークショップ
とき…毎月1回・日曜　午後1時～4時
対象…小学生～高校生（楽器の演奏経験があり、使用する
　　　楽器を自分で用意できる人）
講師…小森 康弘(東京音楽大学指揮科教員)　ほか

③演劇講座
とき…毎週火曜　午後7時～9時
対象…中学生以上　指導…劇団らくりん座
練習演目…ロシア児童文学「森は生きている」

④合唱団育成講座
・「一般の部」（那須野が原ハーモニーホール合唱団）
とき…毎週月曜　午後7時～９時
対象…高校生以上
講師…片岡真理(合唱指導) / 伊藤和子(ｳﾞｫｲｽﾄﾚｰﾅｰ)
　　　藤本美玲（ピアノ）
・「少年少女の部」（那須野が原少年少女合唱団）
とき…毎週木曜　午後6時30分～8時30分
対象…小学生～中学生　アドバイザー…藤田和恵
講師…佐藤綾(合唱指導) / 小瀧晴美(ピアノ)
　　　日髙万利子(ソルフェージュ指導)

●臨時休館のお知らせ
2月27日㈭～28日㈮は、館内清掃のため臨時休館とします。

那須野が原博物館　☎0287(36)0949 詳しくは   那須野が原博物館 検 索

  黒文 検 索詳しくは黒磯文化会館　☎0287(63)3219

 入場無料
●県北高校演劇祭 vol.3「春」2014
とき…3月22日㈯午前9時10分開場／9時30分開演
ところ…小ホール
入場料…無料

【出場校】
黒磯南高校、黒羽高校、大田原女子高校、さくら清修高校、
矢板東高校、那須清峰高校、那須拓陽高校、那須高校

　シンボル展示として国指定重要文化財の「那須疏水取入
口」1/2模型（高さ約 4.5m）と那須野が原開拓の様子を
再現したジオラマを制作し、見て分かりやすい展示に生
まれ変わります。また、「那須塩原の自然」、「塩原の化石」、

「華族農場と塩原御用邸」の各コーナーを新設します。
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　　申し込み・問い合わせ
健康増進課(黒磯保健センター)　　☎　0287(63)1100

FAX　0287(63)1284
　(西那須野保健センター)　　☎　0287(38)1356

　FAX　0287(36)8710

3月の保健

平成26年2月20日号平成26年2月20日号 1617

とき…3月17日㈪午後1時30分～3時
ところ…西那須野保健センター
受付時間…午後 1 時 15 分～
内容…これからはじまる赤ちゃんと
の暮らし
対象…妊婦、その家族
※母子健康手帳を持参してください。

とき ところ

5日㈬
午前9時～11時

西那須野保健
センター

10日㈪ 黒磯保健セン
ター

※食生活相談は予約制です。
※今までの健診結果や健康ファイル 
　を持っている人は持参してくださ
　い。 午後 6 時～ 11 時 ( 年中無休 ) ☎ 028（600）0099

※携帯電話・プッシュ回線からは局番なしの♯ 8000。

ところ…大田原市中田原1081―4（那須赤十字病院本館1階）
診察科目…内科、小児科　診療日時…毎日午後7時～10時
問☎0287（47）5663
※那須地区夜間急患診療所は那須赤十字病院への併設であ
　り、那須赤十字病院とは別の医療機関です。

●とちぎ子ども救急電話相談

●夜間診療　那須地区夜間急患診療所 

●母子保健推進員が子育てを応
　援します

●新生児産婦訪問を利用してく
　ださい

とき ところ

3日㈪ 午前9時30分
～11時、
午後1時30分
～3時 

黒磯保健セン
ター

10日㈪ 西那須野保健
センター

※西那須野保健センターは事前に申
　し込みが必要です。

　
　生後おおむね２カ月以内の子ども
と母親を対象に、助産師などによる
家庭訪問を行っています。
　電話でも申し込みできるので、気
軽に利用してください。
内容…赤ちゃんの体重や母乳のこ
と、育児アドバイスなど

4か月児健診　　平成25年11月生まれ
　黒磯保健センター　　 20日㈭
　西那須野保健センター 19日㈬
10か月児健診　  平成25年5月生まれ
　黒磯保健センター 14日㈮
　西那須野保健センター 18日㈫
１歳６か月児健診　平成24年8月生まれ
　黒磯保健センター 11日㈫
　西那須野保健センター   7日㈮
２歳児歯科検診   平成24年2月生まれ
　黒磯保健センター 12日㈬
　西那須野保健センター 13日㈭
３歳児健診　      平成23年2月生まれ
　黒磯保健センター 5日㈬
　西那須野保健センター 4日㈫
受付時間…午後 1 時～ 1 時 30 分
持参するもの…母子健康手帳、健康
診査票、採尿したもの（3 歳児のみ）

　
　まもなく、入園・入学の季節です。
　母子手帳を確認し、まだ受けてい
ない予防接種がある子どもは、かか
りつけ医とも相談しながら、体調が
良い時に早めに受けましょう。
　予防接種を受けるときは、必ず、事
前に医療機関に予約してください。

　医学部に在籍している学生にお知
らせです。
　栃木県臨床研修医確保対策委員
会、一般社団法人栃木県医師会、栃
木県が主催者となり、県内の臨床研
修病院が一堂に会して、各病院の特
徴や研修プログラムの魅力を説明す
るセミナーを開催します。
とき…3 月 22 日㈯午後 1 時～ 5 時
ところ…チサンホテル宇都宮（宇都
宮市駅前通り３―２―３）
対象…全国の医学生　
参加費…無料
出展病院…済生会宇都宮病院、上都
賀総合病院、足利赤十字病院、下都
賀総合病院、佐野厚生総合病院、那

●3月の育児相談

●成人検診の申し込み

●3月の乳幼児健康診査 ●母親学級（予約制）

●３月１日～７日は子ども予防接
　種週間です保健センター

コラム 　考えてみませんか？風疹のこと

日 当番医名 ☎(0287)

2
㈰

福島整形外科病院（弥生町） (62)0805
小関整形外科（扇町） (36)0203

9
㈰

中川医院（黒磯幸町） (62)0040
高澤クリニック（緑１丁目） (37)9901

16
㈰

三森医院（宮町） (62)1095
阿久津整形外科（永田町） (36)3639

21
㈷㈮

米倉クリニック（本町） (64)3335
図南循環器消化器診療所(東三島3丁目）(36)8211

23
㈰

渡部医院（大原間） (65)3535
佐藤医院（西栄町） (36)0147

30
㈰

見川医院（那須町湯本） (76)2204
きくち内科クリニック（下田野） (34)0678

診察時間…午前９時～ 午後５時　
事前に医療機関に電話をして受診しましょう。

● 3月の休日当番医

須赤十字病院、国際医療福祉大学病
院、芳賀赤十字病院、自治医科大学
附属病院、獨協医科大学病院
申込方法…「合同セミナー参加希望」
と明記し、氏名、連絡先、大学、学
年を記載の上、メールまたは FAX
で申し込んでください
申し込み・問い合わせ
　県保健福祉部医事厚生課
　☎ 028（623）3085
　FAX 028（623）3056
　　iji-kousei@pref.tochigi.lg.jp

　母子保健推進員は、市から委嘱さ
れ、子育て中の母親を応援する身近
な相談者として、さまざまな活動を
行っています。
〇乳幼児家庭全戸訪問事業
　担当地区の母子保健推進員が、生
後２～４カ月の乳児がいる家庭を訪
問し、乳幼児健診の日程や子育てに
関する情報提供などを行っていま
す。子育てのことなど気軽に相談し
てください。
〇乳幼児事故防止啓発
　子どもの発達に合わせて、事故を
的確に防ぐため、乳幼児健診の際に

事故防止を呼び掛けています。
〇子育て支援
　子育て中の母親や子どもたちの交
流の場、家庭での孤立化の予防、相
談の場として実施している子育てサ
ロンの協力や、保健センターで実施
している、30 歳・35 歳節目検診の
際に、託児のボランティアを行って
います。

とき ところ

  9日㈰

午前10時～
午後4時

くろいそ青空
市会場（黒磯
駅前）

23日㈰
ＭＥＧＡド
ン・キホーテ
黒磯店

29日㈯ 那須ガーデン
アウトレット

　25 年度の集団検診は終了しまし
た。医療機関検診は 3 月まで実施
しています。申し込みは各保健セン
ターまで。

●3月の健康相談・食生活相談

○風しんとは
　風しんウィルスの飛

ひ
沫
まつ

感染によって起こる感染
症です。感染しても症状が出ない人もいる一方で、
重篤な合併症を併発することもあるなど症状が幅
広く、症状のみで風しんと診断することが困難な
場合があります。
　妊娠初期の妊婦が風しんに感染すると、生まれ
た子どもが先天性風しん症候群（白内障、心疾患、
聴覚障害など）を発症する可能性があります。
※風しんに感染した母親から、先天性風しん症候
群の子どもが必ず生まれるわけではありません。

〇風しんの予防接種
【1】子どもは 2 回の予防接種を受けることが法律で
定められています。（接種料金は原則無料です）
1 回目　1 ～ 2 歳未満
2 回目　小学校就学前 1 年間（平成 25 年度の対象
者は平成 19 年 4 月 2 日～ 20 年 4 月 1 日生）

【2】予防接種料金の一部を助成しています。
対象
①妊娠を希望している女性（妊娠中または妊娠の可
能性がある人は受けることができません）
②妊娠中または妊娠を希望している女性の夫
③ 18 歳以上 60 歳未満の男性

助成内容　風しんワクチン…2,500 円
　　　　　 麻しん風しん混合ワクチン…5,000 円
利用の注意　助成はどちらか一方のワクチン接種で
１回のみ利用できます。

〇予防接種の有効性と副反応
　予防接種により、95％以上が免疫を獲得できると
いわれています。ただし、1 回の接種では十分な免
疫が得られない人や、次第に弱まってしまう人がい
るため、現在は 2 回の接種が勧められています。
　予防接種後、発熱やじんましん、関節痛といった
症状が出ることがあり、特に成人女性に接種した場
合は、子どもに比べて関節痛が出やすいとされてい
ます。重い副反応としては、アナフィラキシーや血
小板減少性紫斑病などが報告されています。
　2013 年は風しんが大流行し、1 万人以上の患者
が報告されました。患者の多くは 20 ～ 40 代の男
性で、女性患者も 10 代後半から 30 代が多くを占
めました。
　風しんは春先から夏頃に流行しやすい感染症で
す。この機会に、予防接種について検討してみませ
んか？
　また、お子さんは、母子手帳を確認して、２回の
定期接種の時期に、予防接種を受けましょう。

●3月の献血
●臨床研修は栃木県内の病院で!
　臨床研修病院合同セミナー
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相　　談 相談日 時　　間 会　　場 問い合わせ・備　考

人権相談 6日㈭ 午前10時～
午後3時

いきいきふれあいセンター 
2 階　相談室 ●行政相談・移動県民相談　国、県、市など

行政の仕事に対する意見や要望
本秘書課　　　　　　　 　☎ (62)7109
●人権相談　人権保護などへの相談
本社会福祉課　　　　　 　☎ (62)7135
西市民福祉課　　　　　 　☎ (37)6231
塩総務福祉課　　　　　 　☎ (32)2912

行政相談
移動県民相談 12日㈬ 午前10時～

午後2時
いきいきふれあいセンター 
2 階　相談室

人権相談
行政相談 20日㈭ 午前10時～

午後3時
健康長寿センター
2 階　娯楽室

人権相談
行政相談 25日㈫ 午後1時～3時 ハロープラザ

心配ごと相談

3日㈪
17日㈪ 午後1時～3時 いきいきふれあいセンター 

2 階　相談室 社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

11日㈫
25日㈫ 午後1時～3時 健康長寿センター

ボランティアルーム 社会福祉協議会本所　　　 ☎ (37)5122

25日㈫ 午後1時～3時 ハロープラザ 社会福祉協議会塩原支所　 ☎ (32)5216

弁護士による
法律相談
( 予約制 )

4月1日㈫ 午後１時30分～
４時30分

いきいきふれあいセンター 
2 階　相談室

※3月3日㈪から受付開始。先着18人
社会福祉協議会黒磯支所　 ☎ (63)3868

4月5日㈯ 午後1時30分～
4時30分 健康長寿センター ※3月3日㈪から受付開始。先着18人

社会福祉協議会本所　　    ☎ (37)5122

こころの相談
( 予約制 )

4日㈫ 午後1時～5時 黒磯保健センター 日本カウンセリング学会認定カウンセラ
ーによる相談
※託児の希望は２週間前までに要予約。
本社会福祉課　　　       　☎ (62)702618日㈫ 午後1時～5時 西那須野保健センター

更生保護全般に
関する相談

月・水・金
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 いきいきふれあいセンター 

1 階　更生保護サポートセンター
更生保護サポートセンター☎ (73)8450
本社会福祉課　　　       　☎ (62)7135

精神保健福祉クリニック
( 予約制 ) 13日㈭ 午後1時～3時 県北健康福祉センター

（大田原市住吉町）
精神科医師によるこころの相談
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

こころの病を理解
するための家族教室 14日㈮ 午後1時30分～

3時30分
県北健康福祉センター

（大田原市住吉町）
こころの病を持つ人の家族が対象
県北健康福祉センター ☎0287(22)2259

少年相談 月～金曜
（祝日は休み） 午前9時～午後4時 青少年センター

( 西生涯学習課内）
小・中学生や青少年に関する相談
西青少年センター 　　　   ☎ (37)5925

教育相談

月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時 西学校教育課 いじめ、不登校など学校生活に関する

相談　西学校教育課　       ☎ (37)5349
月～金曜

（祝日は休み） 午前9時～午後4時 児童生徒
サポートセンター

児童生徒サポートセンター　
 ☎ (63)8526

子育て相談
家庭児童相談

月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時 子育て相談センター 0～18歳の子どもの悩みに関する相談

子育て相談センター　　   ☎ (64)3724
マザーズコーナー

出張職業相談 13日㈭ 午前9時～
11時45分 本庁舎市民室 子育て中の人の出張就職相談

ハローワーク大田原   ☎0287(22)2268
とちぎジョブモール巡回
相談（一部予約制）6日㈭ 午前10時30分～

午後4時
県那須庁舎第 3 会議室

（大田原市中央 1 丁目）
就職に関する総合相談
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

働く人のメンタルヘルス
相談（予約制） 19日㈬ 午後1時30分～

4時30分
県那須庁舎第 3 会議室

（大田原市中央 1 丁目）
※相談日の3日前までに要予約。
大田原労政事務所 　  ☎0287(22)4158

消費生活相談
( 巡回相談は

予約制 )

常
設

月～金曜
（祝日は休み）

午前8時30分～
午後5時

いきいきふれあいセンター
1 階　消費生活センター 商品の購入、サービスの利用、契約に関す

るトラブル、多重債務など、消費生活全般
に関する相談
※巡回相談は前日までに要予約。
消費生活センター  　　 　 ☎ (63)7900

巡
回

14日㈮
28日㈮

午前10時～
午後3時

西那須野庁舎
108 会議室

20日㈭ 午前10時～
午後3時 ハロープラザ

交通事故相談 25日㈫ 午前10時～正午、
午後1時～3時 本庁舎 301 会議室 本生活課  　　　　       　 ☎ (62)7127

司法書士総合
相談（予約制） 15日㈯ 午前10時～

午後3時 西那須野公民館 ※相談日の2日前までに要予約。
県司法書士会事務局　☎028(614)1122

労働社会保険・労務
管理に関する相談

( 予約制 )
5日㈬
19日㈬

午後1時30分～
4時30分

県社会保険労務士会館
（宇都宮市鶴田町）

事業主や勤務者が対象
※相談日の２日前までに要予約。
県社会保険労務士会   ☎028(647)2028

不動産相談
( 予約制 )

3日㈪ 午後1時30分～
3時30分 県不動産会館県北支部

（黒磯文化会館前 )
県宅建協会県北支部　　　 ☎ (62)6677
※当日受け付けもできます(予約者優先)。20日㈭ 午前10時～正午、

午後1時～3時
公正証書の相談

( 予約制 ) 26日㈬ 午前10時～正午、
午後1時～4時

大田原公証役場
（大田原市本町 1 丁目）

遺言の公正証書、貸借契約などの相談
大田原公証役場　　  ☎ 0287(23)0666

塩
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➌月の 相談はすべて無料です。相 談 ※弁護士による法律相談は
　4 月の日程です。 リリールーム

場所：認定こども園西那須野幼稚園(西大和6－15)

子育てサロンを
紹介します！

Vol.20

3月の子育てサロン

今
回
紹
介
し
た
サ
ロ
ン

名　称 場　所 期　日 時　間 問い合わせ（☎0287）

なかよしひろば いきいきふれあいセ
ンター

毎週月～金曜(祝日、3月31日㈪、4月1
日㈫は休み）

午前9時～正午
午後1時～4時

子育て相談センター
(64)3724

かるがもサロン 稲村公民館 5日㈬、24日㈪
午前9時30分～11時30分子育てサロン 厚崎公民館 10日㈪

とようらキッズ とようら公民館 6日㈭

つくしっ子サロン 東那須野公民館 13日㈭ 午前9時30分～11時30分
27日㈭ 午後1時30分～4時

子育てサロン 鍋掛公民館 19日㈬ 午前9時30分～11時30分

にこにこ広場 たかはやし保育園 毎週水・金曜(祝日、3月28日㈮～4月4
日㈮は休み） 午前9時～正午 (68)0025

子育て支援室
「もこもこ」 友里かご保育園 毎週月～金曜(祝日は休み）

木曜の午前は語り合いの場 午前9時～午後2時 (62)1116

サンサンひろば コメット保育園 毎週月・水・金曜(祝日、3月5日㈬は休み
6日㈭に振り替えて実施）

午前9時～正午
午後0時30分～2時30分

(60)4150
要事前連絡

子育てサロン 西那須野保健
センター

5日㈬、14日㈮、20日㈭、24日㈪、
28日㈮　※28日は午前のみ

午前9時30分～11時30分
午後1時～4時

子育て相談センター
(64)3724

子育てサロン 大山公民館 12日㈬、26日㈬
午前9時30分～11時30分子育てサロン 狩野公民館 3日㈪、17日㈪

たんぽぽ 西公民館 11日㈫、25日㈫
にこにこルーム 三島公民館 3月は休み
わくわく子育て

ネット 西那須野公民館 3月は休み (36)1143　 

子育てひろば 南公民館 5日㈬、19日㈬ 午前10時～正午 (36)7341 　
月会費100円

西三島いきいき
子育てサロン 西三島自治公民館 13日㈭、27日㈭ 午前10時～正午 （36）3985　(広川)

子育て支援にじ ほし保育園 毎週月～金曜(祝日、3月24日㈪～4月4
日㈮は休み）火・水・木曜の午前は交流会

午前9時30分～午後0時30分
午後1時～3時 (37)0614

きらっと☆ルーム ひまわり保育園 毎週月～金曜(祝日、3月31日㈪～4月8
日㈫は休み）月・水・金曜の午前は交流会

午前9時～正午
午後1時～4時 (35)2226

つどいの広場
ま～る

五軒町1-13マンション
アカデミーⅠ106号 毎週月～金曜、第１土曜(祝日は休み） 午前10時～午後3時 （36）6840

リリールーム 西那須野幼稚園 毎週月・水・金曜(祝日、3月17日㈪、4月
2日㈬～4月7日㈪は休み） 午前9時～午後2時 （36）5033

(こひつじ保育園）

※保育園、幼稚園でのサロンは、都合により実施日が変更になる場合があります。

　リリールームは、毎週月・水・金曜に認定こど
も園となっている西那須野幼稚園のわんぱくルー
ムで開催しています。
　サロンでは、室内のおもちゃ遊びだけでなく、
広い園庭でブランコ、すべり台やお砂場など外遊
びもできます。中でも、ヒツジやヤギとふれあう
ことができる「どうぶつふれあいハウス」は、子
どもたちに大人気です。
　皆さんの参加をスタッフ一同お待ちしています
ので、ぜひ遊びに来てください。

リリールームは、のびのび外遊びができ、動
物ともふれあえるので、翔も来るのを楽しみ
にしています。私も、ここでたくさんのママ
友ができました。

翔
しょう

くん（2歳）といっしょに

利用者　渡邉　麻
あ さ み

美さんの　声

　↑ 2 月 7 日、サロン   
　に参加した皆さん

←大人気のどうぶつ
　ふれあいハウス

※ 3 月下旬、那須塩原駅周辺に「つどいの広場」が新設されます。問い合わせは、 子ども課（62）7138 まで。

（こひつじ保育園地域子育て支援）



  春の訪れを告げる昆虫たち 　　　　　　
　～ビロウドツリアブとルリタテハ～　　　 　

み～つけた！ちっちゃ
な自然
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那須塩原自然を愛そう
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ヒナスミレの花を訪れたビロウドツリアブ　撮影日時：2013/4/15/10:00　撮影場所：塩原夕の原

　まだ寒い日が続きますが、今回はひと足早く、春
に見られる 2 種類の昆虫を紹介しましょう。
　３月に入り、ポカポカとした柔らかな日差しが地
面に降り注ぐようになると、オオイヌノフグリやス
ミレの仲間が次々と咲き始めます。すると、花が咲
くのを待っていたかのように、ビロウドツリアブが
蜜を求めて飛び回ります。ビロウドツリアブは、全
身がふさふさとした黄金色の毛で覆われ、とてもか
わいらしい姿をしています。平

へいきんこん
均棍と呼ばれるバラ

ンサーを巧みに使って、ヘリコプターのように空中
でホバリングするのが得意です。ちなみに、針状の
長い口は蜜を吸うのに適していますが、チョウ類の
ようにクルクルと巻くことはできません。
　ルリタテハは、翅

はね
の表に水色のクレヨンで線を描

いたような模様があるのが特徴です。成虫で冬を越
します。早春になると、越冬した個体が林内の陽だ

まりや草地に現れ、暖かい日差しの下で日向ぼっこ
をしています。成虫は、本来は樹液や腐った果実な
どを好みますが、春には蜜を求めてソメイヨシノや
モミジイチゴなどの花を訪れます。
　さあ、春はもう間近です。今年はどんな昆虫に出
会えるでしょうか。今から楽しみにしています。
                                                         じゅんじ


